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ＪＲ西日本分煙訴訟にご支援を！


６月１０日　分煙裁判始まる





六月一〇日大阪地裁でＪＲ西日本の乗務員詰所の分煙化を求める初めての裁判が行われました。


これに先立って、原告の日高さんは一九九九年から明石車掌区々長に対して詰所の分煙をお願いしてきましたが改善がみられず、やむをえず二〇〇〇年五月に簡易裁判所に調停を申請しました。


調停では明石車掌区の乗　員詰所を禁煙にして二階








食堂を喫煙室にして分煙にしたことと姫路駅乗務員詰所(東)を分煙にしましたが、その他の乗務員詰所、





























次回裁判


７月２４日


１０時１５分


大阪地裁です。


お願い


傍聴に参加してください。








乗務員休憩所の分煙については「具体案は提示できない」との内容で拒否したため二〇〇一年三月調停は不調に終わりました。























たばこ煙→活性酸素→ガン･老化








活性酸素がガンの発生や老化を早めることが長年の研究の中で明らかになっています。そして、その活性酸素の発生に喫煙やストレスが大きな要因にあげられていま





















































ています。受動喫煙も同様の害を及ぼします。誰もが平等に健康的な生活をする権利があり、受動喫煙の害を押し付けられたはたまったものではありません。








「煙たかったら外に居ろ」！





会社側は裁判に先立って答弁書を提出しています。


それによりますと原告らの請求内容が不明確で特定性


























に欠けるから不適当な訴えとして却下されるべきである、と言うものです。その内容は、原告は『物件目録記載の施設内を禁煙室とせよ』というものであ





るが、「禁煙とせよ」というだけでは


被告の作為義務の具体的内容は一向


に明確にされていない。


すなわち、当該施設に例えれば


「禁煙」や「禁煙室」の表示を掲示す


るべきことを求めているのか、単に


社員に対して喫煙禁止を通知すること


で足るのか、通知してどの範囲の社員


を対象とするのか等も不明確であるし、禁煙処置の違反者に対する取り扱いも


明示されていない。


また休憩時間中は必ずしも当該詰所等


において待機することが義務づけられ


ているわけではないし、食事も当該詰


所等で取らなければならないわけでは


ない。したがって、仮に室内にタバコ


煙が充満しているとしても室外にて


これを避けることも十分可能である。


場所によっては乗務員詰所が狭い


ため満室状態になることもあるかも


しれないが、居合わせた全員が喫煙


をしているとは限らないし、全ての


乗務員室等において常にテーブルの


上に煙草の灰が落ちているとも限ら


ない。原告らは乗務員詰所、休憩所


等はタバコ煙の充満した『ひどく匂


う汚い喫煙室』であるとも言うが、


誇張した主張である。と　


　　　　（十二月十七日訂正）














